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□
本
號

口
繪

『
町
の

ス
ケ
ツ
チ
』
は
ワ

ツ
ト

マ

ン
八

ッ
切
大

に
し

て
、
神

田
秋
葉

原
附
近

よ
り

駿

河
臺

方

向
を
見

た
る
圖
に

て
研
究

所
九
月

例

會

の
受
賞
畫

に
御
座
候
。

□中
繪

原
色

版

『
ヴ

エ
ニ
ス
』

の
朝
は

、
ラ

ス

キ

ン
氏

の
稀

な
る
畫

の

一
に

し
て
、
氏

の
山

岳

論

と
對

比

し
て
見
る
時

は
意
味

一
層
の
深
き
を

加

べ
可
申
候
。

□
石
版

『
泊
り
船

』
は
、
越
後

出
雲
崎

に
於

け

る
ス
ケ
ツ
チ

の
斷

片

に
御
座
候
。

□
近
來
本
誌

の
愛
讀

者
増
加

し
、
毎
號
月
末

に

は
品
切

と
相
成
候

に

つ
き

、前

金
切

の
諸

君
は
、

可
相
成
次
號

発
行
前

に
御
拂

込
被
下
度

候

。
再

版
は
挿
繪

の
都
合

上
到
底

不

可
能

に
つ
き
、
　
一

度
御
求

め
損

じ

に
相
成
候

へ
ば
、
再

び
容
易

に

手
に
入
け

が
た
き

事

と
御
承
知

有
之

度
候

。

□
會
友

諸
君

に
し
て
、
直
接

『
み
づ

ゑ
』
御
購

讀
な
き
御
方
有
之
候

、
右

は
規
定
に
も
違

反
致

し
居

、
且
割
引
券
其
他
御

配
布
申

止
候
便
宜

も

無

之
候
故

、
至
急
直
接

購
讀

の
御

手
續

な
し
下

さ
れ

た
く
候

。

□
曾
友
諸

君

に
し

て
作
品

返
送
料

な
送
ら

れ
さ

る
方

あ
り
、
右

は
必
ず

一
々
御
送
り

下
さ
れ
た

く
候

、
な
ほ
開

き
封

の
中
へ

、
郵
券
を

入
る
ゝ

こ
と
は
規

則
違

反
と
御

承
知
あ
り

た
く
候

。

□
會
方
徽

章

は
、
製
造

元

の
都
合

に

よ
り
常

分

御
頒

ち
致
兼
候
、
就

て
は
徽
章
代

御
拂

込

の
方

は

『
み
づ

ゑ
』
誌
代

に
相
廻
し
候
間

御
承
知

置

下
さ
れ
た
く
、
出
來

の
上
は
改

め

て
御
報
告

可

申

上
候

。

□『問

に
答

ふ
』
欄

に
、
質

問
を
寄

せ
ら

る
ゝ

諸

君

の
う
ち

に
は

、
既

に

一
二
ヶ
月

以
前

に
答

の

あ

る
も

の
を
問
は

れ
、
又

は
自

己
が
僅

か

の
勞

力

に
て
解

か
る
べ
き
こ
と
を
態

々
間
は

る
ゝ

も
あ

り

、
元
來

此
欄

は
、
重

に
水
彩
畫

の
技
術
方

面

の
質

問

に
答

ふ

べ
く
設

け
し

も
の
故

、
そ
れ

以

外

の

こ
と
は
な

る

べ
く
差
扣

ら
れ
た

く
、
た
ゞ

一
個

人

の
み
に
て
、

一
般

に
何
等

の
利

益
な

し

と
認
め

し
も

の
は
御
答
な

さ
ぬ

こ
と
も
可
有
之

候

。
□
ま
た

各
學
校

の
規

則
等
を
間
は

る
ゝ

人

あ
れ

ど
、

是
等

は
直
捜
郵
券

を
送

つ
て
、
其

所
要

の

學
校

よ
り
規

則
を
取

寄

せ
ら

る
ゝ

方

が
、
早
く

し

て

且
利
益

な

る
べ
く

候
、

ま

た
誌

上

匿

名

の
筆
者

の
本
名
を
問

は
る
ゝ

人
あ
り

、

こ
れ
等

は
御
答
な

し
が
た
き

も
の
と
御
承

知
あ
り
た
く

候
。□『
讀
者

の
領
分
』
は
、
其
名

の
如

く
諸
君

の
自

由

に
使

用
す

る
に
任
す

べ
く
候

へ
共
、
こ

れ

と

て
可
相
成
廣

く
益

あ
る
様

に
致
し
度

く
、
『
誰
某

さ
ん

ハ
ガ
キ
は
着

き
ま

し
た

か
』

の
如

き
は
、

爾

來
御

免

を
蒙
り
度

候

。

口

『
み
づ

ゑ
』
第

一
よ
り

二
十
一
迄

及
び

二
十

九

、
五
十

、
五
十

二
、
三

、
四

、
五
は
品

切

に

御
座
候

。

　
　
　
　
近
　
　
事

△
日
本
水
彩
畫

會

研
究

所
九
月
例
會

は

二
十

六

日
開
會

、
出
品

三
百
點

、
何

れ
も
夏
期

休

暇
中

熱

心
研
究

に
な
り
し

も

の
に
て
佳

作
頗
る

多
く

こ

の
研
究
所
創
立

以
來

の
盛
會

な

り
し
。
批
評

は
石
井

、
磯
部

、
河
合

、
岡

、
永
地

、
大

下
諸

氏

に
よ

つ
て
試

み
ら
れ
、
受
賞

者

は
赤
城
泰
舒

相

田
寅

彦

、
望

月
省

三
の
三
氏

に
し

て
、
他

に

松
山
忠

三
、
瀧

澤
静
雄
諸

氏
の
作

に
も
優

秀
な

る
も

の
あ
り

し
。
批
評

終

つ
て
、
岡
氏

及
石
井

氏
の
講
話

あ
り

、
薄
暮
散

會
し
た
り

。


